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「新指定・新登録・新選定」答申物件 

 

《特別史跡の新指定》 

 

 

１ 加曽利
か そ り

貝塚
かいづか

【千葉県千葉市】 

縄文時代中期の貝塚を含む環状集落と後期の貝塚を含む馬蹄形集落から成る国内最大

級の縄文時代の集落跡。考古学の研究史における重要性，埋蔵文化財保護の歴史，埋蔵

文化財の整備と活用に関する先駆性，教科書等を通しての全国的な知名度等の様々な観

点から，我が国文化の象徴として特に重要である。 

（縄文時代中期の貝塚を含む環状集落と後期の貝塚を含む馬蹄形集落から成る国内最大

級の縄文時代の集落跡） 

 

 

《史跡名勝天然記念物の新指定》 

 

 

１ 入
いり

の沢
さわ

遺跡
い せ き

【宮城県栗原市】 

丘陵先端部という立地や大溝と材木塀に見られる高い防御性，当該期の大型古墳が副

葬品として有するような各種遺物の存在からは，古墳時代前期後半におけるヤマト政権

の東北政策を考える上で重要な大規模集落遺跡である。 

（古墳時代前期後半におけるヤマト政権の東北政策を考える上で重要な大規模集落遺

跡） 

 

２ 瓦
かわら

塚
つ か

窯
か ま

跡
あ と

【茨城県石岡市】 

７世紀前葉から１０世紀前葉に営まれた窯跡。南北１３０ｍ，東西８０ｍの範囲に３５

基もの窯が築かれた。古代常陸国における瓦生産の導入過程から，常陸国府・常陸国分寺

の造瓦体制の確立及び終焉までを一遺跡で知ることができる点で重要である。 

（常陸国府や常陸国分寺に瓦を供給した古代常陸国の中心的瓦窯） 

 

 

【史跡】１１件 

【特別史跡】 １件 
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３ 泉
いずみ

坂
さ か

下
し た

遺
い

跡
せ き

【茨城県常陸大宮市】 

弥生時代中期前葉の再葬墓遺跡。再葬墓とは，遺骸を骨化させ壺に入れて土中に埋める

弥生時代中期の北関東・南東北に特徴的な葬制。埋納土器には，人面付壺形土器も存在し，

高さ７７．７ｃｍはこれまでで最大。遺跡の遺存状況は良好で，弥生時代の葬制の地域差

を知る上で重要。弥生時代の再葬墓としては初の指定。 

（人面付壺形土器としては最大の土器が出土した弥生時代中期の再葬墓遺跡） 

 

４ 山野
さ ん や

貝塚
かいづか

【千葉県袖ケ浦市】 

東京湾東岸（房総半島西部）に位置する縄文時代後期から晩期の大型馬蹄形貝塚。この

地域に集中する大型貝塚群の中で，現存する事例としては最南端に位置し，現在でも馬蹄

形の貝塚の形状をそのまま見ることができる。出土した魚類遺体は，東京湾東岸の中央部

に位置する地理的特徴をよく表している。 

（東京湾東岸の大型貝塚群の中で最南端に位置する馬蹄形貝塚） 

 

５ 陸
り く

軍
ぐ ん

板
い た

橋
ば し

火
か

薬
や く

製
せ い

造
ぞ う

所
しょ

跡
あ と

【東京都板橋区】 

明治９年（１８７６）に石神井川
しゃくじいがわ

沿いに造られ，終戦まで継続した陸軍の火薬工場跡及

び火薬研究所跡。明治初期の官営工場の一つで，日本で初めて西洋科学を取り入れた火薬

製作が行われたことで重要である。明治初期の試験射撃の的や昭和前期に建てられた爆薬

理学試験室等が残る。 

（明治９年（１８７６）に造られた官営工場で，陸軍の火薬工場跡及び火薬研究所跡） 

 

６ 利
り

神
か ん

城
じょう

跡
あ と

【兵庫県佐用郡佐用町】 

 慶長５年（１６００），姫路城主となった池田
い け だ

輝
てる

政
まさ

が播磨
は り ま

領内に設けた六支城の一つで，

山頂の城を改修，西山麓には居館が整備された。現在，山頂部には江戸時代初期の石垣遺

構が，山麓部には御殿跡が残る。近世初頭の播磨の政治・軍事を知る上で重要である。 

（江戸時代初期，播磨国を領した池田輝政の支城の一つで，石垣造りの山城） 

 

７ 都
みやこ

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

【奈良県高市郡明日香村】 

６世紀後半から７世紀初頭に飛鳥地域に造られた大型方墳。東西約４１ｍ，南北約４２

ｍ，高さ４．５ｍ以上で，類例のない階段状の多
た

段築
だんちく

をなす。古墳時代から飛鳥時代への

移行期の古墳の実態を知る上で重要である。 
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（６世紀後半から７世紀初頭に飛鳥地域に造られた，類例のない階段状の段築
だんちく

を持つ大型

方墳） 

 

８ 八幡浜
やわたはま

街道
かいどう

笠置
か さ ぎ

峠
とうげ

越
ごえ

【愛媛県八幡浜市・西予市】 

西予市宇
う

和
わ

町
ちょう

卯之
う の

町
まち

と八幡浜を繋ぐ八幡浜街道の一部で，宇和島藩の参勤交代の道と

して，また九州方面からの巡礼者と四国遍路を結ぶ道として利用された笠置峠を越える

道。南麓の寺院に残る大般若経奥書から室町時代には笠置峠を介した南北の交流があった

ことが知られる。 

（西予市宇和町卯之町と八幡浜を繋ぐ八幡浜街道のうち，笠置峠を越える道） 

 

９ 福
ふ く

原
ば る

長
ちょう

者
じ ゃ

原
ば る

官
か ん

衙
が

遺
い

跡
せ き

【福岡県行橋市】 

７世紀末から８世紀前半の古代の官衙遺跡。大規模な区画施設の中に大規模掘立柱建物

が並び建つ。通常の地方官衙を上回る規模を有し，藤原宮の平面プランをモデルとした可

能性のある格式高い行政施設と考えられ，その出現時期からみて古代律令国家成立期の地

方統治の実態を知る上で重要である。 

（律令国家成立期の地方統治の在り方を示す官衙施設） 

 

10 三雲
み く も

・井原
い わ ら

遺跡
い せ き

【福岡県糸島市】 

 『魏志倭人伝』に記載されている「伊都
い と

国
こく

」の中心集落とされる弥生時代の大規模遺跡。

居住域と墓域を合わせると６０ｈａに達すると考えられる。今回は，弥生時代前期の支石

墓，甕棺墓と居住域を検出した地点，弥生時代中期の「王墓」とされる多量の中国鏡を出

土した２基の甕棺墓を検出した地点，弥生時代後期の多量の楽浪
らくろう

系
けい

土器
ど き

などが出土した居

住域を指定する。 

（『魏志倭人伝』に記載されている「伊都国」の中心集落とされる遺跡群） 

 

11 城久
ぐ す く

遺跡
い せ き

【鹿児島県大島郡喜界町】 

古代日本国家との関わりの中で交易拠点として成立し，１１世紀後半以降に形成される

琉球，奄美地域の交易圏において中心的な役割を果たしたと考えられる遺跡で，考古学・

文献史学の双方から南島社会の変遷を知ることができる稀有な遺跡である。 

（古代末から中世にかけての琉球，奄美地域における交易拠点と考えられる遺跡） 
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１ 湯
ゆ

畑
ばたけ

【群馬県吾妻郡草津町】 

草津温泉の中心に位置する源泉地。湯
ゆ

樋
どい

を通じて温泉水を冷ますとともに，湯の花も採

取され，端部において岩盤を流れ落ちる湯滝の風致は独特の風情を成しており，草津に固

有の温泉文化を表象する風致景観として重要である。 

（草津温泉の中心に位置する他に類例を見ない源泉地の風致景観） 

 

２ 江
え

馬
ま

氏
し

館
やかた

跡
あ と

庭
て い

園
え ん

【岐阜県飛驒市】 
１５世紀末から１６世紀初頭にかけて北飛驒地方の江馬氏の居館に築かれた庭園遺構。

発掘調査の成果に基づき会所
かいしょ

と塀に囲まれた空間に園池を中心とする庭園を復元整備した

もので，中世における庭園文化の地方への伝播を示す重要な事例である。 

（１５世紀末から１６世紀初頭にかけて北飛驒地方の江馬氏の居館に築かれた庭園） 

 

３ 櫻
さくら

井
い

氏
し

庭
て い

園
え ん

【島根県仁多郡奥出雲町】 
江戸時代の松江藩鉄

てっ

師
し

頭
とう

取
どり

を務めた櫻井氏の住宅に１８世紀以降に造られた庭園。松江

藩七代藩主松平治
はる

郷
さと

の来駕
ら い が

の際に設えられたと伝わる岩盤斜面を流れ落ちる瀑布の意匠に

顕著な特徴を有する。 

（１８世紀から１９世紀初頭にかけて鉄師櫻井氏の邸宅に造営された庭園） 

 

４ 星ヶ森
ほしがもり

（横
よこ

峰
みね

寺
じ

石
いし

鎚
づち

山
さん

遥
よう

拝
はい

所
じょ

）【愛媛県西条市】 
横峰寺境内地の南西端に位置する星ヶ森は，霊峰石鎚山を北側から南方に向かって遥拝

する固有の展望地点として江戸時代以来の名所で，石積みを伴って形成された平場には鉄
かね

の鳥居や石龕
せきがん

などが設えられており，信仰に関連する優れた風致景観を観賞する場として

重要である。 

（鉄の鳥居や石龕が配され，霊峰石鎚山を遥拝する固有の優れた展望地点） 

 

５ 天念寺
てんねんじ

耶
や

馬
ば

及
およ

び無動寺
む ど う じ

耶
や

馬
ば

【大分県豊後高田市】 
国東半島の六郷山における修行の寺院であった中山本寺である天念寺と無動寺の背後に

そびえる岩峰や岩屋，無明
むみょう

橋
ばし

などで特徴づけられる優れた風致景観で，古代以来の回峰行

を通じた密接な連続性を有するとともに，相互に眺望の対象となっている点で顕著な特徴

を有する。 

（岩峰や岩屋，無明橋などで特徴づけられる信仰に関連する優れた風致景観） 

【名勝】 ６件 
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６ 鵜
う

戸
ど

【宮崎県日南市】 
 日南市の海岸及び山稜から構成される景勝地。日向神話の舞台として知られ，東側海岸

部の隆起海食洞に鵜戸神宮本殿が建つ。また，南側の海岸部には「鬼の洗濯板」と呼ばれ

る鵜
う

戸
ど

千
せん

畳
じょう

敷
じき

奇岩が広がる。 

（日向灘に面した断崖の海食洞に鵜戸神宮の本殿を配置するなど独特の海岸風景） 

 

 

 

１ 琴ヶ浜
ことがはま

【島根県大田市】 

島根県中央部のリアス海岸の湾奥に位置し，清浄な海浜の象徴でもある鳴き砂浜の典型と

して貴重。主に石英砂で構成されている鳴き砂は，波浪や海底地形の影響を受けて，湾内で

繰り返し洗浄・円磨されており，広い範囲で良好に維持されている。 

（島根県中央部のリアス海岸の湾奥に位置する日本有数の鳴き砂浜） 

 

 

  

【天然記念物】 １件 
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《登録記念物の新登録》 

 

 

１ 曽屋
そ や

水道
すいどう

【神奈川県秦野市】 

明治１２年（１８７９）にコレラが発生し上水道への意識が高まる中で，明治２３年

（１８９０）に竣工した，全国でも極めて早い時代に建設された水道施設。昭和期に作り

替えられた配水池，大正期のポンプ室，煉瓦
れ ん が

造りの水源の開口部が残る。 

（明治２３年（１８９０）に竣工した，全国でも極めて早い時代に建設された水道施設） 

 

２ 南海
なんかい

地震
じ し ん

徳島県
とくしまけん

地震
じ し ん

津波
つ な み

碑
ひ

【徳島県徳島市・小松島市・阿南市・那賀郡那賀町・海部

郡美波町・牟岐町・海陽町】 

徳島県の沿岸には慶長，宝永，嘉永（安政），昭和の４度の地震津波の被害と教訓を後世

に伝えるため建設された石碑が多数存在する。地震津波碑１９基（３市４町）を登録する

ことにより，後世に確実に伝え，減災社会実現の一助とする。 

（南海地震の被害と教訓を伝える徳島県下の地震津波碑１９基） 

 

３ 沖
お き

縄
な わ

県
け ん

鉄
て つ

道
ど う

与
よ

那
な

原
ば る

駅
え き

跡
あ と

【沖縄県島尻郡与那原町】 

沖縄県鉄道は，大正時代から昭和２０年（１９４５）の沖縄戦まで，沖縄本島中南部で

営業していた，軌間７６２ｍｍを採用した軽便鉄道である。与那原駅は那覇と与那原とを

結ぶ与那原線の終着駅であった。我が国近代の沖縄の交通の歴史を理解する上で意義深

い。 

（大正時代から昭和２０年（１９４５）の沖縄戦まで，沖縄本島中南部で営業していた鉄

道の駅跡） 

 

【遺跡関係】 ３件 
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１ 宇
う

都
つ の

宮
み や

大
だ い

学
が く

庭
て い

園
え ん

【栃木県宇都宮市】 

宇都宮大学峰キャンパス構内に所在する，フランス式庭園に倣った整形式庭園で，宇都

宮高等農林学校の開校に際して初代校長の佐藤義長が構想，教職員が設計し，学生や地域

の人々により大正１５年（１９２６）までに作庭されたものであり，日本の近代造園史に

おいて意義深い事例である。 

（宇都宮大学峰キャンパス構内に所在する大正１５年（１９２６）作庭の整形式庭園） 

 

２ 光
こ う

臺
だ い

院
い ん

書
し ょ

院
い ん

庭
て い

園
え ん

【和歌山県伊都郡高野町】 

昭和時代を代表する作庭家である重
しげ

森
もり

三
み

玲
れい

の手による昭和３８年（１９６３）の作庭で，

８つの峯に囲まれた聖地としての高野山の在り方を参照し，中島を有する園池を中心に「蓮
れん

華
げ

八
はち

葉
よう

」として表現した庭園であり，重森の作風の一端を知る上で意義深い事例である。 

（重森三玲による昭和３８年（１９６３）作庭で，「蓮華八葉」を表現した庭園） 

 

 

  

【名勝地関係】 ２件 
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《重要文化的景観の新選定》 

 

 

１ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 阿蘇
あ そ

北外輪山
きたがいりんざん

中央部
ちゅうおうぶ

の草原
そうげん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇市】 

阿蘇カルデラ北部に位置する阿蘇市には，阿蘇谷の平地及び中央火口丘北斜面，北外輪

山及びその斜面が含まれる。歴史的に平地は居住地及び耕作地，斜面は林地，中央火口丘・

外輪山上は草地として利用されてきた。阿蘇地方北外輪山の典型的な草地景観である。 

（阿蘇カルデラ北部の外輪山上の採草・放牧に関する景観地） 

 

２ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 南小国町
みなみおぐにまち

西部
せ い ぶ

の草原
そうげん

及
およ

び森林
しんりん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇郡南小国町】 

阿蘇カルデラの北側に位置する小国
お ぐ に

郷
ごう

は，小規模な起伏を繰り返しつつ北へ傾斜する緩

斜面の小平野上に位置する。小国郷南部の南小国町では，古くから各集落が草地を維持し

ながら，小河川沿いの谷筋を林地及び耕作地として一体的に利用してきた。阿蘇地方の典

型的な草地及び林地景観である。 

（阿蘇カルデラの北側に位置する小国郷の南部に広がる採草・放牧及び森林の利用に関す

る景観地） 

 

３ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 涌
わ

蓋
いた

山麓
さんろく

の草原
そうげん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇郡小国町】 

阿蘇カルデラの北側に位置する小国
お ぐ に

郷
ごう

は，小規模な起伏を繰り返しつつ北へ傾斜する緩

斜面の小平野上に位置する。小国郷北部の小国町では，古くから草地を利用して小規模な

畑地耕作を一体的に営み，林業も拡大させてきた。阿蘇地方の典型的な草地景観である。 

（阿蘇カルデラの北側に位置する小国郷の北部に広がる採草・放牧に関する景観地） 

 

４ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 産山村
うぶやまむら

の農村
のうそん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇郡産山村】 

阿蘇カルデラの外輪山と九重山麓が交わる産山村では，波状
なみじょう

高原
こうげん

と浸食された急傾斜の

丘陵地域から成る地域に位置する丘陵が広がり水源地が多数ある。斜面地の多くは草地又

は林地として利用されてきた。阿蘇地方独特の農村景観である。 

（阿蘇カルデラの外輪山と九重山麓が交わる丘陵地域に広がる棚田及び採草・放牧，森林

の利用に関する景観地） 
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５ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 根子
ね こ

岳南
だけなん

麓
ろく

の草原
そうげん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇郡高森町】 

阿蘇カルデラ南部の南郷
なんごう

谷
だに

の東部では，外輪山側は急斜面が多いため小規模な草地が多

い一方，中央火口丘側は比較的緩やかな斜面を有するため広い草地が営まれてきた。阿蘇

地方根子岳南麓の典型的な草地景観である。 

（阿蘇カルデラ南部の南郷谷東部に広がる採草・放牧に関する景観地） 

 

６ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 阿蘇
あ そ

山南
さんなん

西部
せ い ぶ

の草原
そうげん

及
およ

び森林
しんりん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇郡南阿蘇村】 

阿蘇カルデラ南部の南郷
なんごう

谷
だに

は，湧水が豊富な一方，火山性の地質のため土地が痩せてお

り，土地を耕作地として利用するには，施肥に必要な草地及び放牧地との一体的利用が不

可欠であった。阿蘇地方南阿蘇村北部の典型的な草地景観である。 

（阿蘇カルデラ南部の南郷谷北部に広がる採草・放牧及び森林の利用に関する景観地） 

 

７ 阿蘇
あ そ

の文化的
ぶんかてき

景観
けいかん

 阿蘇
あ そ

外輪山
がいりんざん

西部
せ い ぶ

の草原
そうげん

景観
けいかん

【熊本県阿蘇郡西原村】 

阿蘇カルデラの外輪山の稜線より外側（西側）に位置する地域では，俵
たわら

山
やま

地区をはじめ

として外輪山の草地を利用しながら林業及び農業が一体的に営まれてきた。熊本市街地に

隣接することから開拓及び商品作物生産等の影響がみられる。阿蘇地方外輪山の典型的な

草地景観である。 

（阿蘇カルデラの外輪山の稜線より外側（西側）に位置する採草・放牧に関する景観地） 

 

 

  


